
 

 

 

令和８年３月市議会定例会は、２月２６日から３月１７日までの会期２０日間で　　

開かれました。 

本定例会では、一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付職員の

採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、勝浦市過疎地域持続的発展

計画の策定について、令和７年度各会計補正予算、令和８年度各会計の予算、固定資産

評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについてなど、市長提出議案２４

件を審議しました。 

その結果、議案２４件は、原案のとおり可決及び同意されました。 

 

　 

即　決　議　案 

　 

議会開会日の２月２６日に、市長提出議案１０件について提案され、質疑を経て、採

決の結果、議案第１号及び議案第２号は全員賛成で承認、議案第３号から議案第１０号

までは、全員賛成で可決されました。 

 

 

◆議案第１号　専決処分の承認を求めることについて（特別職の職員で非常勤のも 

のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて） 

 

　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、特別職の職 

員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 

について、緊急を要するものと認め、去る１月１９日に専決処分したので、その 

承認を求めようとするもの。 

 

 

 

◆議案第２号　専決処分の承認を求めることについて（令和７年度勝浦市一般会計 

補正予算について） 

 

　第５１回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の執行に伴う令和７ 

年度一般会計補正予算（第６号）について、緊急を要するものと認め、去る１ 

月１９日に専決処分したので、その承認を求めようとするもの。 

 

 

 

 



 

 

 

歳入歳出予算においては、既定予算に１，７７３万５千円を追加し、予算総額を 

１４３億８，９７７万９千円にしたもの。 

 

 

 

 

◆議案第３号　一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付 

職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

　　令和７年８月７日付け人事院勧告及び令和７年１０月１５日付け千葉県人事委員 

会勧告を踏まえた給与改定等を行うため、関係条例について所要の改正をしよう 

とするもの。 

 

 

 

◆議案第４号　特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

　　　　　　　の制定について 

 

　　令和７年８月７日付け人事院勧告及び令和７年１０月１５日付け千葉県人事委員 

会勧告を踏まえた一般職の職員の給与改定に準じ、市長、副市長及び教育長の期 

末手当の支給月数を改定するため、本条例について所要の改正をしようとするも 

の。 

 

 

 

◆議案第５号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 

 

　　令和７年８月７日付け人事院勧告及び令和７年１０月１５日付け千葉県人事委員 

会勧告を踏まえた一般職の職員の給与改定及び特別職の期末手当の支給月数の改 

定に準じ、議会の議員の期末手当の支給月数を改定するため、本条例について所 

要の改正をしようとするもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆議案第６号　令和７年度勝浦市一般会計補正予算（第７号） 

　　歳入歳出予算、継続費、繰越明許費、債務負担行為及び地方債の補正。 

歳入歳出予算においては、既定予算から７億８，７６２万円を減額し、予算 

総額を１３６億２１５万９千円にしようとするもの。 

歳出予算のうち、議会費においては、６７万３千円を追加し、総務費におい 

ては、財源の組み替えを含め、総務管理費を主に６億６，０２１万７千円を減額 

し、民生費においては、財源の組み替えを含め、社会福祉費を主に 

５，２５２万１千円を減額し、衛生費においては、財源の組み替えを含め、清 

掃費を主に５７８万５千円を追加し、農林水産業費においては、財源の組み替え 

を含め、農業費を主に４，７２８万円を追加し、商工費においては、 

１，４９０万１千円を追加し、土木費においては、国土調査費を主に 

１億５，０１０万２千円を減額し、消防費においては、財源の組み替えを含め、 

５，０６３万６千円を減額し、教育費においては、財源の組み替えを含め、中学 

校費を主に５，１３５万３千円を追加し、災害復旧費においては、財源を組み換 

え、公債費においては、５８６万４千円を追加しようとするもの。 

これに対する財源として、歳入予算のうち、市税１，９７７万円、地方譲与税 

１５０万円、利子割交付金２００万円、配当割交付金６５０万円、株式等譲渡所 

得割交付金３５０万円、地方消費税交付金３，５００万円、地方交付税 

１億７，８２１万９千円、分担金及び負担金５４６万３千円、財産収入 

４８６万１千円、諸収入１，３４７万４千円、市債６，２１０万円を追加計上 

し、環境性能割交付金２００万円、使用料及び手数料９２万３千円、国庫支出金 

２億２５万８千円、県支出金１億５２万３千円、寄附金３億９，７８０万円、繰 

入金４億１，８５０万３千円を減額しようとするもの。 

継続費においては、令和６年度から令和８年度を期間とする勝浦中学校トイレ改 

修事業について、令和７年度及び令和８年度の年割額の変更をしようとするもの。 

繰越明許費においては、いすみ鉄道対策事業、戸籍附票システム改修業務委託、 

住民基本台帳システム改修業務委託、コンビニ交付システム標準化改修業務委託、

児童相談システム標準化連携改修業務委託、クリーンセンター施設改修工事、土 

地改良事業、水産物供給基盤機能保全事業の機能保全事業に係る負担金及び機能 

強化事業に係る負担金、地域経済循環創造事業、かつうら海中公園整備事業の計 

１１件について、年度内にその支出が終わらない見込みの額を翌年度に繰り越す 

ため、追加しようとするもの。 

債務負担行為においては、期間を令和８年度から令和１２年度まで、限度額 

１億９，５１６万円とする基幹系システム用ソフトウェア賃貸借、期間を令和８ 

年度から令和９年度まで、限度額４５万２千円とする固定資産税標準地の時点修 

正に係る業務委託の計２件について廃止しようとするもの。 

地方債においては、勝浦中学校トイレ改修事業債及び観光施設整備事業債の計 

２件を追加し、いすみ鉄道対策事業債ほか１４件の限度額を変更しようとするも 

の。 

 

 

 



【一般会計補正予算に計上された主な予算】 

 

○土地改良事業（名木・木戸・大楠・大森の実施に係る地元負担金） 

39,333,000 円 

〇かつうら海中公園整備事業（海の博物館脇多目的広場舗装に係る経費） 

4,917,000 円 

○勝浦中学校トイレ改修事業（校舎東側のトイレ改修に係る経費）52,308,000 円 

 

 

◆議案第７号　令和７年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 

　 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の補正。 

事業勘定においては、既定予算に８，６１６万２千円を追加し、予算総額を 

２３億７，２８２万８千円にしようとするもの。 

歳出予算のうち、総務費においては、徴税費を主に３０７万７千円を減額し、保 

健給付費においては、療養諸費を主に１億円を追加し、国民健康保険事業費納付 

金においては、財源を組み替え、基金積立金においては、５００万円を減額し、 

諸支出金においては、償還金及び還付加算金を主に５７６万１千円を減額しよう 

とするもの。 

これに対する財源として、歳入予算のうち、県支出金９，７２３万９千円、繰入 

金１，８７６万５千円、諸収入３００万円を追加計上し、国民健康保険税 

３，１５０万円、国庫支出金１３４万２千円を減額しようとするもの。 

直営診療施設勘定においては、既定予算に６３万６千円を追加し、予算総額を 

６，５３３万４千円にしようとするもの。 

歳出予算のうち、総務費においては、６３万６千円を追加し、医業費においては、

財源を組み替えようとするもの。 

これに対する財源として、歳入予算のうち、繰入金９６０万６千円を追加計上し、

診療収入８９７万円を減額しようとするもの。 

 

 

◆議案第８号　令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 

　　歳入歳出予算において、既定予算に７５７万９千円を追加し、予算総額を 

３億７，２９６万３千円にしようとするもの。 

歳出予算のうち、総務費においては、徴収費を主に１６１万６千円を減額し、後 

期高齢者医療広域連合納付金においては、９１９万５千円を追加しようとするも

の。 

これに対する財源として、歳入予算のうち、後期高齢者医療保険料 

１，８００万円を追加計上し、繰入金８６２万８千円、国庫支出金１７９万３千 

円を減額しようとするもの。 

 

 



 

◆議案第９号　令和７年度勝浦市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 

歳入歳出予算において、既定予算に２４２万７千円を追加し、予算総額を 

２５億８，７５６万２千円にしようとするもの。 

歳出予算のうち、総務費においては、認定調査費を主に１５５万７千円を追加し 

、地域支援事業費においては、包括的支援事業・任意事業費を主に４１万７千円 

を追加し、基金積立金においては、４５万３千円を追加しようとするもの。 

これに対する財源として、歳入予算に、国庫支出金１６万円、県支出金 

７万９千円、支払基金交付金４千円、財産収入４５万３千円、繰入金 

１７３万１千円を追加計上しようとするもの。 

 

 

 

◆議案第１０号　工事請負変更契約の締結について 

 

　　漁港施設災害復旧工事について、３，６６３万円を減額し、契約金額 

５億２７０万円をもって東亜建設工業株式会社　千葉支店　執行役員支店長　 

川島　仁　と工事請負変更契約を締結しようとするもの。 

 

 

常任委員会等の審査内容 

 

 

総務文教常任委員会 

 

今期定例会では、３月１０日に開催し、付託された議案６件、陳情１件の審査を

行いました。付託された７件について質疑を経て、議案第１１号ないし議案第１６

号は全員賛成で、陳情第１号は賛成多数でそれぞれ可決・採択されました。 

この審査結果を３月１７日の本会議で委員長が報告し、採決の結果、議案６件は

全て可決されました。 

 

◆議案第１１号　  勝浦市過疎地域持続的発展計画の策定について 

 

令和３年４月に本市が過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に規定す 

る過疎地域の区域として公示されたことを受け、令和３年９月に策定した勝浦市 

過疎地域持続的発展計画が、令和８年３月３１日をもって計画期間満了となるこ 

とから、令和８年度から令和１２年度までを計画期間とする新たな過疎地域持続 

的発展計画を策定しようとするもの。 

 

 



 

◆議案第１２号　勝浦市職員の大学院派遣研修に関する条例の制定について 

 

　　職員を大学院に派遣し研修を受けることにより、高度化・複雑化する 社会情勢 

に対応するために必要な専門的知識及び能力を習得させ、市政の発展を担う人材 

の育成を図るため、本条例を制定しようとするもの。 

 

 

 

◆議案第１３号　勝浦市犯罪被害者等支援条例の制定について 

 

犯罪被害者等の支援について、基本理念を定め、本市、市民等の役割を明らかに 

するとともに支援の基本的な事項を定め、施策を総合的に推進することにより、 

犯罪被害者等の権利利益の保護並びに被害の軽減及び回復をはかり、もって安心 

して暮らすことができる地域社会を実現するため、本条例を制定しようとするも

の。 

 

 

 

◆議案第１４号　勝浦市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担 

に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

公職選挙法施行令の一部改正により、選挙運動に係る経費のうち公費負担してい 

る一部の経費について、その限度額が引き上げられたことに伴い、本条例につい 

て所要の改正をしようとするもの。 

 

 

 

 

◆議案第１５号　勝浦市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 

 

計画期間を令和８年度から令和１２年度までとする「勝浦市過疎地域持続的発展計画」 

を新たに策定することに伴い、課税免除の対象となる特別償却設備を取得した期間を 

計画期間にあわせて変更するため、本条例について所要の改正をしようとするもの。 

 

 

 

 

 

◆議案第１６号　勝浦市スポーツ施設設置管理条例及び勝浦市芸術文化交流センタ

ー設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 

 



 

 

本市と鴨川市との間で、運動施設及び文化施設の利用促進並びに住民相互の交 

流促進を目的に、施設の相互利用を図るにあたり、勝浦市営荒川テニスコート 

及び勝浦市芸術文化交流センターの市外利用者に対する使用料の割増の適用条 

件を変更するため、関係する条例について所要の改正をしようとするもの。 

 

 

陳　情 

 

 

◆陳情第１号　東京都新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の 

庁舎内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳 

情 

 

庁舎内において、職員が地方議員から政党機関紙の勧誘を受け、心理的な圧 

力を感じたり、断りきれずに購読しているという実態がないかについて、可 

能な限り早期に、職員に寄り添った形で調査・確認し、仮に心理的な圧力を 

受けた職員が確認された場合には、当該職員の意思が尊重されるよう、適切 

な対応を行うよう行政に求めるもの。 

 

 

 

 

産業厚生常任委員会 

 

今期定例会では、３月１１日に開催し、付託された議案２件の審査を行いまし

た。付託された２件について質疑を経て、議案２件は全員賛成で可決となりま 

した。 

この審査結果を３月１７日の本会議で委員長が報告し、採決の結果、議案２件 

は全て可決されました。 

 

 

 

◆議案第１７号　勝浦市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について 

 

令和８年４月から勝浦市立上野保育所において、一定の要件のもと、就労要 

件等を問わず、通園を可能とする乳児等通園支援事業「こども誰でも通園制

度」を実施するため、本条例について、所要の改正をしようとするもの。 

 

 



 

 

◆議案第１８号　勝浦市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

　　　　　　　　て 

 

林野火災注意報及び林野火災警報の運用開始に伴い、これらが発令された場合　

を火入れの中止要件に加えるため、本条例について、所要の改正を行おうとす 

るもの。 

 

 

 

議会運営委員会 

 

 

今期定例会では、３月１１日に開催し、陳情１件の審査を行いました。質疑を経て、審査の結果、

賛成少数で不採択となりました。 

この審査結果を３月１７日の本会議で委員長が報告しました。 

 

陳　情 

 

 

◆陳情第２号　議会改革に伴う議員定数 更なる削減を求める事に関する陳情 

 

議会改革に伴う議員定数の更なる削減を求めるもの。 

 

 

 

 

予算審査特別委員会 

 

　　今期定例会において３月９日に、令和８年度一般会計、国民健康保険特別会 

計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、４会計の歳入歳出予算等を 

審査するため、７人の委員を選任し特別委員会を設置しました。 

 

　 委 員 長　　寺尾　重雄 

　 副 委 員 長　　松﨑　栄二 

 　委 　 　 員　　岩瀬　義信・久我　恵子・佐藤　啓史・鈴木　克已・戸部　薫 

 

 

 



付託された議案４件について、３月１２日及び１３日の２日間にわたり審査を行

い、４会計の予算について、議案第１９号については全員賛成で、その他３件に 

ついては賛成多数で、原案可決されました。 

３月１７日の本会議で委員長から審査結果が報告され、討論を経て採決が行われ、

令和８年度４会計予算について、議案第１９号及び議案第２２号は全員賛成で、そ

の他２会計予算は賛成多数で原案可決されました。 

 

 

 

◆議案第１９号　令和８年度勝浦市一般会計予算 

◆議案第２０号　令和８年度勝浦市国民健康保険特別会計予算 

◆議案第２１号　令和８年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算 

◆議案第２２号　令和８年度勝浦市介護保険特別会計予算 

 

 

追　加　議　案 

 

最終日に市長から２件の議案が提出され、いずれも全員賛成で議案第２３号に

ついては可決、議案第２４号については同意されました。 

 

 

◆議案第２３号　動産の買入れについて 

 

勝浦市役所庁舎、勝浦市立上野小学校及び勝浦市立勝浦小学校に設置するＬＥ　 

Ｄ照明機器の賃貸借契約を締結するにあたり、契約満了後に無償譲渡されるた 

め、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第３条 

に定める予定価格２千万円以上の動産の買入れに該当することから、議会の議 

決を求めようとするもの。 

 

 

 

◆議案第２４号　固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ 

         とについて 

 

　　　固定資産評価審査委員会の委員目羅洋美氏が、３月３１日をもって任期満了とな 

ることに伴い、新たに元吉宏行氏を選任したいため、議会の同意を求めようとする 

もの。 

　　　　　　　　　　 

 

 


